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本年もよろしくお願いいたします。 
１月１０日に３学期の始業式を行い、以

下のことを生徒に伝えました。 
○３年生は、最後の水上中の卒業生とし
て、２年生は水上学園の最初の卒業生
として、１年生は９学年がそろって同
じ敷地内で過ごすようになる最初の卒
業生として、水中魂を伝統にしていく
役割がある。 

○この３学期が、「水上学園の礎」になる。 
○水上中学校物語の最終回は近づいてい
る。 

残すは２か月ちょっとです。保護者や地
域の皆様のお力添えをいただきながら、子
どもたちと職員で力を合わせて、「勇終の
美」(生徒会スローガン)を達成し、「有終の
美」を飾りたいと思います。 
 よろしくお願いいたします。 
 また、皆さんご存知のように、３月には
閉校記念式典が計画されております。 

＜＜水上中学校閉校記念式典＞＞ 
 日 時 令和５年３月１１日(土) 
      開式 午前９時３０分 
 場 所 水上中学校 

 体育館及び生徒昇降口前 
 その他 
  ・新型コロナウイルス感染拡大防止対策

のため、来賓等出席者を限定してあり
ます。 

  ・ただし、中継（ライブ配信）をいたし
ますので、開放されている視聴場所や
スマホ等で、様子はご覧いただけるこ
とになっています。 

 生徒、保護者の皆様に対しての詳細につ
きましては、今後お知らせいたします。 
 なお、村内小中学校の閉校や水上学園の
開校についての詳細は、毎月「広報みずか
み」の中の「義務教育学校準備室だより」
に掲載されておりますので、ご覧いただけ
ればと思います。 
 
 永田 堅さん、 
梅  畩範さんに 
教えていただき、 
菅原先生、ＰＴＡ 
役員の皆さんと作 
成しました。 

  
進路講話 

 
 今年は、キャリア教育の一環として職業
講話を数回実施しました。その仕上げとし
て、１２月１９日に本校卒業生の上村 安
寿磨さん（芦北高校２年）を迎えて、進路
講話を開催しました。 
 勉強や部活動を通じて体験したり感じた
りしたことを下の５つの柱で話をしてくれ
ました。 
１ 継続すること 
２ 自分らしさを出すこと 
３ 主体的に行動すること 
４ 挑戦すること 
５ 感謝の気持ちを持つこと 
 「継続をして損を
することはない」「ま
ねるのではなく、参
考にして自分に合っ
たものを見つける」
「『諦めなかった』と
いうことが自分の力になる」「親は私たちの
最大のスポンサーである」など、“後輩”
である中学生にも、大人である我々職員に
も、心にしみるメッセージを送ってくれま
した。 
 
 

人権集会にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 １２月２２日
(木)に人権集会
を行いました。 
どの学年も、学
級の課題をつか
んでおり、自分
のこととして考
え、笑顔を大切
にすることを誓
ってくれまし
た。 

   今年は、学校の
リーダーである生徒
会三役にもお願いし
たら、「嫌な思いをす
る人を絶対に出しま
せん。」と力強いメッ
セージを発信してく
れ れました。 

 人の心を大切にする学校をみんなで
作り上げたいと思います。 

この日（１２月１７日）実施できなかったロ
ードレース大会を明日（２月１日）の午後開
催いたします。 

 ご協力ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和４年１２月１９日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和４年１２月１６日） 

上村先輩を囲んで 

 この度はこのような貴
重な機会を設けていただ
き、中嶽村長をはじめ、各
課の課長の皆様、教育委員
会の皆様には心から感謝
申し上げます。 
※「広報みずかみ」２月号にも様子

をご紹介いただいています。 

 １２月１６日に３年
生は「子ども議会」に
参加してまいりまし
た。緊張しながらも、
立派に発言していまし
た。大変中身の濃い、
貴重な経験ができまし
た。 


